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1.はじめに 

近年、日本では地球温暖化の影響により集中豪雨な

ど異常気象の発生頻度が増加している。地球温暖化防

止は，国際社会全体の緊急の課題であり，日本でも

2020 年 10 月に、2050 年までに温室効果ガスの排出を

全体としてニュートラルにする『カーボンニュートラ

ル』を目指すことを宣言している。この宣言により、

各企業も 2050 年までにカーボンニュートラルの達成

を目指し、取り組みを進めている。 

集中豪雨による内水氾濫の浸水被害が頻発してい

る状況を鑑みて，国土交通省は令和 2年 7月 6日に新

たな防災・減災プロジェクトを取りまとめ，これまで

の治水の方針を大きく転換する方針を示している．そ

の中で「あらゆる関係者により流域全体で行う『流域

治水』へ転換する 1)」との今後の治水の方向性が明記

されており，今後は流域に関わる全関係者が主体的・

積極的に治水に取り組むことが求められている．そこ

で，タンクに雨水を貯留し，家庭で使う生活用水の一

部を雨水利用により確保しようという取り組みがあ

る．雨水タンクを使うと、水道管から排出される CO2

の量を削減することができ、雨水タンクは日用水とし

て使えるだけでなく、同時に水を貯めることができる

ため、防災対策（流域治水）にもなる。しかし、防災

対策としての役割を果たすためには、ただ貯めるだけ

ではなく、貯めた水をちゃんと使うことが大切である。

本報では、雨水タンクの種類（材質）だ使用可能な範

囲を明らかにするため、雨水タンクの材質毎の水質に

ついて考察する。 

 

2.研究目的 
1)水位変動：雨水貯留タンクの中に設置した水位計でタ

ンクの中の水位を調査し，各タンクの使用状況を明らか

にする． 
2)水質：過去数年に渡る水質分析をもとに，雨水貯留タ

ンクの材質，設置場所の違いにおける水質変動を明らか

図 1 1900～2017 年間の福岡市における年間降水量推移 

表 2 タンクの使用偏差値 

表 1 材質別貯留タンクの採水場所・期間 
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にする． 
3)利用可能性：材質の異なる雨水貯留タンクに貯めた雨

水をどの程度まで利用できるか検討する． 
 
3.研究方法 
1)自己記録式水位計を用いて，樋井川流域内にある材質

の異なる雨水タンクに設置し，10 分間隔で水位を観測． 
2)転倒マス形雨量計を用いて，雨水利用実験住宅，雨水

ハウス，堤・田島・笹丘小学校の計５地点に雨量計を設

置し，10 分間ごとの降雨量を観測． 
3)水質実験の対象となるタンクの採水場所と期間を表 1
に示す．なお，水質実験は毎月一度，雨水貯留タンク内

の水を採水し，採取したサンプルは実験室に持ち帰り水

質分析を行った． 
 
4.研究結果 
1)水位変動：表 2 は，自己記録式水位計を用いて観測し

た水位変動を元に，各タンクの使用偏差値を求めた値を

示している．この値が大きいほど，タンク内の貯留雨水

の使用頻度が高いことを示している．この値より，容量

が大きなタンクほど使用頻度が高くなる傾向にあること

が分かる． 
 

2)水質：表 3 は，タンク材質毎の大腸菌・大腸菌群数の

検出結果を示している．この値より，タンクの材質およ

び設置場所などによって，検出される個数に違いがある

ことが分かる．次に，表４は，タンク内貯留水の SS 濃

度，p H，COD 濃度，NO2濃度の値を示している．この

値より，タンクの材質によってこれらの値に差異が生じ

ていることが分かる． 
 
5.考察 
1)水位変動と水質の関係：表 2 より，田島 3(1000L）の

タンクは使用偏差値が極めて高く，よく貯留水が使われ

ていることが分かる．西片江，友泉中，東油山は使用偏

差値が低く，あまり貯留水が利用されていない状況にあ

ることが確認された．この結果は，タンクのサイズによ

って使用する目的が違うことが想定され，ガーデニング

のみに使用されている小型タンクよりも，洗車や野菜な

どの洗浄に広く雨水を活用しているタンクの方が，流出

抑制効果が大きいことが分かる．表 3 より，コンクリー

ト製タンクでは，大腸菌は検出されておらず，ポリエチ

レン製と塩化ビニル製においてもほぼ検出されていない

ことが確認された．また，大腸菌群においても，コンク

リート製タンクでの検出量が少ないことが分かる．ポリ

エチレン製のタンクだけで比べてみれば，使用偏差値の

高い 1000Ｌのタンクは SS，PH ともに低い値を示して

いるが，全体的に比べてみると，使用頻度が高いタンク

の方が SS，PH の値が基準値内に収まっているとは言え

ないことが分かった．今後 SS，PH 以外の水質項目につ

いても同様に検討する必要がある．  
2)利用可能性：コンクリート製タンクは，外部からの影

響を受けにくく良好な雨水利用が行えることが分かった．

その一方で，ポリエチレン製タンクは，外部からの影響

を受け易いため利用用途を考える必要がある．しかし，

設置が比較的簡単なため，利用用途に応じて雨水を活用

することが重要であると考えられる． 

表 3 材質別測定結果（大腸菌・大腸菌群） 

表 4 材質別測定結果（SS,PH,COD,NO2） 

写真 3 塩化ビニル製 

写真 1 コンクリート製 

写真 2 ポリエチレン製 
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